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はじめに

「ちがいをちからに変える街」に向けて

渋谷区は、2016年10月に『渋谷区基本構想』を策定し、目指す

べきは、ロンドン、パリ、ニューヨークなどと並び称されるよう

な『成熟した国際都市』としました。成熟とは、高度な国際競争

力と強烈な地域性とを兼ね備えてゆくこと、そして、区民自身が

誇りをもってそこで暮らせることであり、世界から注目され愛さ

れる街の条件だと考えます。また、それを実現するために、あら

ゆる多様性（ダイバーシティ）を受け入れ、その多様性をエネル

ギーへと変えてゆくこと（インクルージョン）、すなわち『ちが

いをちからに変える街』であることが大切です。

渋谷駅周辺地域は、世界中の人々を惹きつける文化を発信する

エンタテイメント性あふれる土壌と、それに関連した多様な都市

機能が混在した個性あふれるエリアや都心型居住も備える地域で

す。近年は、渋谷駅施設の機能更新と再編を契機に開発の連鎖に

よるまちづくりにより、その姿を大きく変貌させ、高度な国際競

争力も備えるまちの顔も形成しています。

渋谷区の中心であり、世界に発信する渋谷駅周辺地域について

「まちづくりマスタープラン」「渋谷駅周辺地域交通戦略」「環

境基本計画」「産業・観光ビジョン」といった各分野の上位計画

から導き出される将来像を整理し、これからのまちづくりの力点

を示すことを目的として『渋谷駅周辺まちづくり基本理念』を策

定しました。

変化の激しい現代において、未来を確実に予測することは困難

ですが、望ましい未来を想像し、それを実現するために、いまな

すべきことを示すことで、望ましい未来に１歩１歩近づけていく

ことが重要と考えます。

まちづくりの原動力は人です。基本理念を土台に、あらゆる人

が、少しずつ力を出し合い、小さな変化を積み重ね、望ましい未

来を実現していきたいと思います。
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まちづくり基本理念の位置づけと対象範囲

1

渋谷

[個別の拠点や地域の将来像 渋谷]

・駅改良や駅前広場の整備、快適な歩行者空間の充実が進み、個性のある多様な商業・文化施設の集積を生
かし、歩いて楽しい地域が形成されています。

・駅周辺の建築物の更新が進み、商業・娯楽施設、コンテンツ系産業、文化・交流機能等が高度に集積し、
自律分散型エネルギーが確保された拠点が形成されるとともに、ファッションやエンタテイメントなどの
先進的な文化が国内外へ発信されています。

出典：都市づくりのグランドデザイン/東京都

■東京における渋谷の立地

渋谷駅周辺

代官山
恵比寿

渋谷区の中の渋谷駅周辺 渋谷駅中心と周辺の連携へ

原宿

笹塚

幡ヶ谷

初台

渋谷区基本構想 H28.10
東京都都市づくりの

グランドデザインH31.2

渋谷区まちづくり
マスタープラン

R1.12

産業・観光ビジョン
R2.4

渋谷駅周辺地域交通戦略
R2.3

環境基本計画
H30.4

分野別
計画

上位計画の更新
社会環境の変化

まちの更新（渋谷スクランブルスクエア等の開業）
開発機運の高まり（複数の再開発準備組合設立）

都市再生緊急整備地域
（渋谷駅周辺地域）

地域整備方針 H17.12

渋谷駅周辺まちづくり基本理念

【まちづくりの視点】 渋谷駅周辺まちづくりビジョン（H28.3）

【地区別指針】 渋谷駅中心地区まちづくり指針2010（H23.3）
神南・宇田川周辺地域まちづくり指針（H31.3）

地区計画

“ちがいをちからに変える街”の実現

基本構想で掲げられる「ちがいをちからに変える街」として、ロンドン、
パリ、ニューヨークなどと並び称されるような『成熟した国際都市を目
指す上で、中心拠点としての渋谷駅周辺の強化が重要です。

[目指すべき都市構造 中心拠点ゾーン]

・道路・交通ネットワークの高い結節性を持ち、広域的な観点から、高度な都市機能が集積する
「中心拠点ゾーン」では、高度な国際競争力と強烈な地域性を兼ね備えて、未来をつくり続け
るまちとして、「働く」「遊ぶ」「暮らす」など多様な都市機能の高度な集積を図ります。

・駅改良や駅前広場の整備、駅からまちへつながる放射状・環状方向の歩行者ネットワークの整
備やバリアフリー化が進み、快適に楽しく歩けるまちが形成されています。

渋谷区まちづくりマスタープラン

「百年の計」と呼ばれ駅及び都市基盤と複数の再開発が進めら
れている駅中心地区と、開発機運の高まりがある周辺地域が連
携するまちづくりにより、世界の中の国際都市を目指します。

[地域別まちづくりの方針 渋谷駅周辺地域]

・渋谷駅中心地区は、駅施設の機能更新と再編を契機とした開発の連鎖により、大きな
変貌を遂げつつあります。渋谷駅周辺においても開発の機運が高まっており、渋谷駅
中心地区と渋谷駅周辺が連携した「渋谷らしさ」の発展と継承、将来へ向けた持続可
能なまちづくりが求められています。

渋谷区まちづくりマスタープラン

■まちづくりマスタープランにおける渋谷駅周辺の位置づけ
■基本理念の位置づけと対象範囲

まちの更新（個別更新/開発計画）

東京の中の渋谷
東京における渋谷の役割として、個性ある多様な商業・文化施設の集積を活かし、
歩いて楽しい地域を形成し、ファッションやエンタテイメントなどの文化が国内
外へ発信されている将来像の実現が求められます。
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ロンドン・パリ・ニューヨークなどと並び称されるような「成熟した国際都市」を目指すため、渋谷区の中心拠点と位置づけられている渋谷駅周辺地域
(都市再生緊急整備地域）の将来像を基本理念として策定します。

渋谷駅中心地区

（基本理念対象範囲）

渋谷駅中心地区

都市再生緊急整備地域

渋谷駅周辺

本基本理念は、都市再生緊急整備地域(渋谷駅周辺地域)の将来像について、
関連計画の内容をとりまとめ、その実現方策等について、より具体的な内容
を示したものです。

道玄坂 宮益坂

さくら坂公園通り

渋谷

大丸有

新橋

虎ノ門

品川

六本木

二子玉川
三軒茶屋

中目黒
自由が丘
田園調布

池袋

丸の内

日本橋・
銀座

虎ノ門

品川

二子玉川

田園調布

渋谷区

大崎

新宿

新宿

池袋

写真：PIXTA

写真：photolibrary/snapmart



渋谷ヒカリエ

渋谷スクランブル
スクエア

渋谷駅桜丘口地区

渋谷フクラス

渋谷ストリーム

ハチ公広場

提供：渋谷駅前エリアマネジメント協議会

1960-

1970-

1980-

1990-

東急文化会館 東横百貨店 西武デパート
以上３画像出典：渋谷駅周辺まちづくりビジョン

商業都市・情報発信の街としての歩み出し

既成概念に反抗し始めた若者から生まれたブランド

バブル景気による新しいトレンドの始まり

バブル崩壊で価値観が変化

21 世紀の到来を感じさせる渋谷の新たな動向

2000-
都市計画

マスタープラン
2000

都市インフラ、都市機能の課題 ⇒インフラやまちの更新の必要性

・鉄道施設、駅施設の老朽化

・駅前広場空間の不足

・災害時への対応

・幹線道路や鉄道によるまちの分断

・高規格オフィスの不足

2010-

2027-2020-

渋谷駅中心地区
まちづくり指針

2010

渋谷駅中心地区
基盤整備方針

2005

都市再生緊

急整備地域
渋谷駅周辺整備
ガイドプラン21

渋谷駅中心地区
まちづくりガイドライン

2007

2003 2007

2012
2010

2013

2011－12
アジアヘッドクォーター特区
特定都市再生緊急整備地域

2018
渋谷ストリーム

2019
渋谷スクランブルスクエア（東棟）

渋谷フクラス／渋谷パルコ

2012
渋谷ヒカリエ

2027
渋谷スクランブルスクエア

（中央・西棟）まちづくりマスタープラン

産業・観光ビジョン

渋谷駅周辺地域交通戦略

渋谷駅中心地区の将来像

副都心線東横線
相互直通運転

まちの更新

インフラの更新

将来像

実現

駅及び鉄道改良と一体となった基盤整備と、それに連鎖したまちの再編

渋谷駅中心地区

都市再生緊急整備地域
の指定を受け、都市基
盤の再編と周辺開発の
検討が加速

東京オリンピック

若者カルチャー

ビットバレー

ストリートカルチャー

渋谷駅周辺
まちづくり基本理念 2023

桜丘口地区

上位計画の更新

～2027年頃まで まちづくりの第１ステージ

まちづくり基本理念の必要性 渋谷は1960年代から急速な商業的発展を遂げるとともに、ストリートカルチャーなど様々な文化・情報を発信するまちとして発展してきましたが、2000年代に
入り、渋谷の発展を支えてきた駅を中心とする都市インフラの老朽化等の課題への対応が必要となりました。そのため、次の100年に向けた都市インフラの更新を
複数の再開発と連動しながら進めるため、渋谷駅中心地区の将来像として「渋谷駅中心地区まちづくり指針2010」「渋谷駅中心地区基盤整備方針」を策定しました。

東急文化会館

百貨店
東京オリンピック

渋谷公会堂

渋谷パルコ

スペイン坂

文化屋雑貨店 東急ハンズ

渋谷 109

渋谷パルコ Part1 東急ハンズ 渋谷109
出典：渋谷駅まちづくりビジョン提供：東急電鉄出典：渋谷駅まちづくりビジョン

SBYでヘアメイクに集中するギャルたち
出典：渋谷文化プロジェクト

カリスマ店員

コギャル

アムラー

プリクラ

女子高生

渋谷系

1984年頃の渋谷駅

提供：東急電鉄

シネマライズ（1986年）

提供：渋谷文化プロジェクト

DCブランド

シネマライズ

タワレコ

バブル

QFRONT（1999年） IT 企業が集積したビットバレー

提供：渋谷文化プロジェクト提供：渋谷文化プロジェクト

H&M（2009年）
提供：渋谷マップ

QFRONT ファストファッション

ビットバレー

ビジョン セルリアンタワー マークシティ

13 4駅施設内通路 渋谷地下街

出典：東京都総合治水対策協議会
「水害のないまちづくり」H18.4

ハチ公広場 西口バスターミナル 渋谷川

90年代のコギャル
写真：snapmart
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訪都外国人の
渋谷を訪れる割合 約40% クリエイティブ産業

従業者割合
集客施設

渋谷８０ヶ所以上 第１位
（23区内）

スタートアップの
企業数 第１位

（23区内）

観光

都市構造

産業

産業

すり鉢状の地形と放射状街路 ストリートカルチャーの醸成 渋谷ならではのまちなかイベント個性ある各エリア

まちづくり基本理念の必要性

これまで培われてきた渋谷駅周辺の特徴

出典：東京都「訪都旅行者数等の実態調査結果」
「訪都外国人旅行者の行動特性」をもとに作成 出典：渋谷区観光・産業ビジョン 出典：渋谷区まちづくりマスタープラン

まちづくりの第1ステージでは、渋谷の特徴的な地形やストリートといった都市構造により強烈な地域性が生み出されてきました。そして、この強烈な地域
性が多様な人々を惹きつける吸引力となり、多様な店舗、集客・文化施設の集積、クリエイティブ・コンテンツ産業やスタートアップの集積につながっていま
す。さらに中心地区の再開発により世界から注目される高度な国際競争力を備えるまちの顔も形成しています。

出典：渋谷駅周辺まちづくりビジョン・まちづくりマスタープラン

渋谷
カルチャー

渋谷の地形・都市構造・エリアの個性
が生み出してきた強烈な地域性

まちの多様性を力に発展してきた
渋谷カルチャーと国際競争力

更なる地域性の進化と

高度な国際競争力強化を図り

クリエイティブな成熟した国際都市へ

次の20年に向けて

5562

6812

8874

11894
13102

13774 14243

2364
2902

3709
4793

5752 5868 6310

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

東京訪問者数 渋谷訪問者数（千人）

-金王八幡宮例大祭-

-渋谷音楽祭--渋谷ファッションウイーク-

-カウントダウン-
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出典：渋谷区観光・産業ビジョン

約20%

区道等の通称名に基づき作成

渋谷駅

TP+15ｍ程度

TP+30-35ｍ

渋谷駅周辺まちづくりビジョンをもとに作成

多様なライフスタイルとにぎわい
を核とする特徴的な商業エリア

原宿・表参道・青山へつながる
高質な文化・交流拠点エリア

渋谷の賑わいの核となる
エネルギッシュなエリア

代官山・恵比寿へつながる
教育・文化・交流・居住の複合エリア

緑と水を活かすとともに
新たな産業を育むエリア

交通・文化・交流の
結節拠点となるエリア

公園通り
Koen-dori St.

スペイン坂
Spainzaka St.

井ノ頭通り
Inokashira-dori St.

文化村通り
Bunkamura-dori St.

道玄坂
Dogenzaka St.

さくら坂
Sakurazaka St.

センター街
（バスケットボールストリート）
Center-Gai St.
(Basketball Street)

ファイアー通り
Fire-dori St.

神宮通り
Jingu-dori St.

美竹通り
Mitake-dori St.

宮益坂
Miyamasuzaka St.

八幡通り
Hachiman-dori St.

渋谷リバーストリート
Shibuya River Street

旧渋谷川遊歩道
（キャットストリート）
Kyu-Shibuyagawa St.
(Cat Street)



まちづくり基本理念の必要性

【2020年以降 まちづくりの第２ステージ】

渋谷区全体の将来像 基本構想、まちづくりマスタープラン、渋谷駅周辺地域交通戦略、産業・観光ビジョン
環境基本計画等の上位計画から見える渋谷区全体の将来像

中心と周辺の連携・相乗効果を生む、未来を見据えた
渋谷駅周辺地域全体の道標となる基本理念

A 多様なライフスタイルを実現する生
活環境の創出

B 人々がいきいきと過ごせるパブリッ
クスペースの創出

C 環境問題や災害リスクに対応するみ
どりや仕組みの構築

D 多様な文化や新しいビジネスを生み
育てる舞台づくり

産業・観光ビジョン
日本を代表する国際成熟都市への進化

・商業的な発展・ストリート文化の醸成
・生活文化を発信する拠点としての成熟
・多様で個性ある人々を惹きつけるまち

・都市機能の充実による高度な国際競争力
・多層にわたる歩行者ネットワークの構築
・都市基盤（防災・広場・鉄道等）の強化

強烈で多様な地域性を醸成してきた渋谷駅周辺地域が、渋谷駅中心地区が備える情
報発信機能と高度な国際競争力、そして安心・安全な都市基盤とつながるまちづく
りの推進を図り、より一層の渋谷の魅力向上を目指す

渋谷駅周辺地域 渋谷駅中心地区 渋谷駅周辺地域全体

20年後の未来を見据えた渋谷区全体の将来像が策定される中で、渋谷駅周辺では日々更なる開発・まちづくり機運の高まりがみられます。これらの開発・ま
ちづくりの機運を活かし、変化の速度が速い昨今の社会動向を捉えながらも、渋谷がさらに発展し世界から注目されるまちとなるべく、中心と周辺の連携・相
乗効果を生み出すまちづくりの第２ステージを始動します。

まちづくりの第1ステージ

2000- 2027- 2030- 2040-

まちづくりの第2ステージ
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渋谷駅
中心地区

中心と周辺の連携・相乗効果

多様な交流の創出
⇒多様な分野で成長のスパイラルアップを生む渋谷駅周辺地域全体

2020-

まちづくりマスタープラン
渋谷区が目指す将来像

環境基本計画
“わたしが動く。渋谷が変わる。”

渋谷区基本構想

高度な国際競争力と強烈な地域性を備える成熟した国際都市

ダイバーシティとインクルージョン

共助・サスティナビリティ

渋谷駅周辺地域交通戦略
将来像と目的

「街の主役は人」のまちづくり

“誰もがめぐり歩いて楽しい魅力ある街の
実現”に向け、歩行者中心の快適な歩行環境の創出

４だれもが快適かつ安全・安心に滞在を
楽しめ、賑わいが活力につながるまち

１チャレンジできるまち。
新しいビジネスが生まれるまち。
そして、大きくはばたけるまちへ

２商店街や中小企業が輝くまち

３常に新たなカルチャーやエンタテイ
メントが生まれるまち

成熟した国際都市にふさわしいサステ
ナブル・シティ

自分の生活と環境を地続きのものとし
て考える意識

多様な主体によるパートナーシップ



大 中 小

チャレンジしやすいまち それは渋谷で何か始めたいと思う全ての人が挑戦しやすい環境が整っているまち
連携し、成長できるまち それはいつでも刺激的なヒトやコトに触れられて成長できる環境が整っているまち
自分の居場所があるまち それは渋谷を足掛かりに成長した人たちが渋谷に関わり続けたくなる故郷のような受け皿があるまち
世界から注目されるまち それはあらゆる世代が渋谷を舞台に誇りをもって活動しているまち

連携を生み、挑戦・成長を支えるネットワーク

Inclusion＆

渋谷駅中心地区

働

働

働

遊

遊

遊

遊

遊

遊

暮

暮

暮

遊
遊

遊

遊

遊

遊

遊

遊

遊

遊

暮

暮

暮

暮

暮

暮

暮

暮暮

暮

働

働

働

働

働

働

働

働

働

働

働

働

働

働

働

渋谷駅周辺

経験

挑戦

成長

拡大

還元

経験

挑戦

成長

拡大

還元

経験

挑戦

成長

拡大

還元

まちのあちこちで成長の
スパイラルアップが起こり将来の渋谷へ還元

歩行者中心のウォーカブルで居心地が良いまちなかを形成

「ちがいをちからに変える街」を目指すまちづくりの力点

渋谷駅周辺が目指す未来

日々何かを生み出す創造的な環境を支える多様性

Diversity

働く 遊ぶ 暮
らす 学ぶ

＆ Sustainability

まちを持続的に支える基盤・活動・仕組み

学

学

学

学

来街者

挑戦

成長

還元

訪問

発信

10

防災 環境 マネジメント

×

私たちが未来の世代に残したい渋谷の姿を思い描き、その未来の実現へ向けて「ダイバーシティ」「インクルージョン」「サスティナビリティ」の視点から
まちづくりを進めます。その結果、まちのあちこちで連携が生まれ、誰もが挑戦・成長ができ、渋谷に関わり続けたくなり、国外の方からも魅力的に見えるま
ち「ちがいをちからに変える街」の実現を目指します。

渋谷で初ライブを！

渋谷で起業したい！

渋谷にお店を出店！

イベントを開催！

新商品を渋谷で試したい！

挑戦者

渋谷で生涯活躍したい！

挑戦者を支えたい！

渋谷を盛り上げたい！
成長者

渋谷を世界に発信したい！

渋谷カルチャーを守りたい！

買い物や映画など１日楽しみたい！

日本に行ったら渋谷に行きたい！
渋谷で観光！

ハチ公に会いたい！

まちづくりの第2ステージ。20年後、次世代に残したい渋谷の姿は…「ちがいをちからに変える街」「主役は“人”」
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イベントに参加！

学 学

学

学

学



今後のまちづくりの力点

渋谷駅周辺での未来

⚫ 業務、商業・エンタテイメント、コンテンツ系産業、文化・交流機能、居住・生活機能等が複合的に集積
し、生み出される先進的な文化・産業が国内外へ発信され、世界中の人々を惹きつけています。

⚫ 駅周辺の施設の更新が進み、まちの顔・シンボルとなるスケールから、界隈性ある街並みを生むスケール
まで、渋谷を体現する多様なスケールが共存したまちが形成されています。

⚫ 歴史的資源や伝統、土地の持つ記憶を活かしたまちとなっています。

⚫ 「創造文化都市」として、世界中の人を惹きつける「働く、遊ぶ、暮らす、学ぶ」といった多様な用途が、
「大・中・小」の多様な規模でのミックス・集積・積層していくまちづくりを誘導する。

⚫ オフィス街・歓楽街・住宅街といった既存のまちの特性を活かしながら誘導を図る。

まちづくりの力点

①渋谷が渋谷らしくあり続けるために、多様性を追求しよう！！

12

大 中 小

日々何かを生み出す創造的な環境を支える多様性

Diversity

働く 遊ぶ 暮
らす 学ぶ ×

⚫ 渋谷駅周辺地域は、地形や時代の変遷に応じて様々な路地ができ、様々なスケールの建物が混在してきたことで、
渋谷らしい特徴のある景観やストリートカルチャーが形成されてきた。

⚫ 今後、まちの更新においても、これまでの渋谷らしい多様なスケール感を継承し、大街区化による街のシンボル
となるスケール、連続したまちのにぎわいを形成するスケール、界隈性のある街並みを生むスケールが、各地区
ごとに個性を放ちながらも共存するまちづくりを進め、それを実現するための仕組みづくりを推進する。

②大中小のまちのスケール感を大事にしよう！

写真出典：渋谷駅周辺まちづくりビジョン等

渋谷駅周辺地域は、これまで多様な文化を生み出し続けてきた。これらの文化を残し活かしながら、新たに多様
な人・機能・産業が高度に集積し交わる環境を誘導することでイノベーションを起こし、渋谷ならではの新しい
価値と文化を生み出し続けることで、渋谷がさらに発展し、持続的な成長をし続けるまちを目指す。
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まちの顔・シンボル
となるスケール

連続したまちのにぎわい
をつくるスケール

界隈性ある街並み
を生むスケール

国際水準のビジネス機能の誘導

多様な働き方に対応する居住機能の誘導

多様なコンテンツを発信する施設の誘導

国際水準の都市機能の誘導

人・企業が交わり新たな価値を創造するエリア形成を誘導

イノベーションを起こし
新しい価値・文化を生み出す

多様な職住近接環境により
世界中から人と投資を引き寄せる

暮
らす

遊ぶ

働く

暮
らす

遊ぶ

働く

暮
らす

遊ぶ

働く

遊ぶ

交流を促進するワークスペースの誘導

多様な働き方ができる職住環境の誘導

最新技術等を活用し情報発信する施設の誘導

エンタテイメントや文化を体験できる施設の誘導

職住近接環境とビジネス滞在機能の誘導

新たな渋谷カルチャーを創出する施設の誘導 ゆったりと上質な時間を過ごす集客機能の誘導

多様な人々が享受できる豊かな住環境の誘導

職住遊の垣根無く24時間人を惹き
つける発信性あるエリア形成を誘導

楽しく快適な滞在・居住を支える環境の誘導

誰もが憧れるライフスタイルを
発信するエリア形成を誘導

働く

暮らす

学ぶ 新たなビジネスへとつながる育成機能の誘導

学ぶ 流行や文化を発信する人材育成機能の誘導

多様なワークスペースの誘導

学ぶ 生涯学習に資する機能の誘導

スタートアップ企業の支援施設の誘導

外国人が安心して利用できる生活支援施設の誘導

学ぶ

高機能オフィス
シェアオフィス
コワーキングスペース
カンファレンスセンター
インキュベーション施設
産業交流施設
国際交流施設 等

劇場、ライブハウス、映画館
音楽ホール、展示場、ギャラリー
スタジオ、スポーツ施設
イベントホール、情報発信施設
ポップアップストア 等

サービスアパートメント
ソーシャルアパートメント
多様なグレードのホテル
多様な体験や交流ができるホテル
国際医療施設
クリニック等の生活支援施設 等

産学連携施設
サテライトキャンパス
生涯学習に資する施設
インターナショナルスクール
体験型教育施設
子ども支援施設 等

世界とつながる産学連携機能の誘導

リアルな現場体験により渋谷に
かかわるすべての人が世界へ発信する



まちづくりの力点
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今後のまちづくりの力点

出典：渋谷区まちづくりマスタープラン

⚫ 駅からまちへつながる放射状、まちとまちをつなぐ環状方向の多層にわたる歩行者ネットワー
クの整備やバリアフリー化が進み、誰もが快適に楽しく歩けるまちが形成されています。

⚫ 快適な歩行者ネットワークと休憩や交流ができる広場の整備により、回遊性の高いまちが形成
され、渋谷駅周辺地域全体が国際的な観光・商業エリアとなっています。

⚫ 路面店や坂道を活かしたストリート空間が形成され、パブリックスペースが様々な活動の舞台
として機能し、渋谷カルチャーの発信基地となっています。

⚫ クリエイティブな人材やスタートアップ企業が集まり、地域や企業と連携・交流し、刺激しあ
うことで、新たな産業、文化、エンタテイメントが生み出されています。

渋谷駅周辺での未来

連携を生み、挑戦・成長を支えるネットワーク

Inclusion

⚫ ストリートに面する建物低層部には連続した
賑わい機能や開放感ある空間整備、坂を活か
した設えを誘導する。

⚫ パブリックスペースを新たな文化を生み出す場と
して活用し、ストリートカルチャーの振興を図る。

⚫ 駅からまちへつながる放射方向と、各地区をつなぐ環状方向
の歩行者ネットワークの強化を図る。

②新たな交流・文化・情報発信の舞台となるストリートを共に創ろう！

①誰もがめぐり歩いて楽しい快適なまちを追求しよう！

・丘と丘をつなげるスカイウェイの整備
・鉄道や幹線道路の分断を解消する多層に
わたる歩行者ネットワークの形成

・地下歩行者ネットワークの拡充・強化

・歩行者天国化に向けた社会実験
・パブリックアート、ウォールアートの活用
・ファッション、音楽、食文化、芸術、スポーツ等のイベント
の実施

・各地区の地域性とストリートの個性を活かした路面店
・まちに開かれた空間整備（アトリウム・オープンカフェ等）
・歩道空間と一体となったまちの回遊性を高める広場の創出
・坂の勾配を活かした建物低層部のデザイン

⚫ 文化・エンタテイメントに関
する施設間の連携を図り、総
合的な情報発信の誘導を図る。

⚫ 出会いと連携によるイノベー
ションが起こるきっかけとなる
場の整備促進を図る。

③産業創造の場、文化・エンタテイメントの拠点形成を更に進めよう！

・駅からまちへと連続する歩行者デッキの形成
・環状方向の歩行環境の拡充・強化
・地下歩行者ネットワークの拡充・強化
・回遊性を高める民地内歩行者通路
・大山街道をはじめとした歩行者空間の拡充

⚫ 誰もが快適に移動ができるように、駅
中心地区のアーバン・コアの強化と、
サブ アーバン・コアの整備誘導を図る。

・世界中のクリエイティブな人材を惹きつ
ける拠点創出、イベント実施

・外国人や障がい者等あらゆる人々が文化
芸術活動に参加できる場の創出

・渋谷カルチャーを牽引するエンタテイメ
ント施設の誘導

・スタートアップ支援施設、インキュベー
ション施設等の誘導を図り、産業創造のた
めの環境を形成

・国際交流施設、産学連携施設等の誘導を図
り、新しい価値創造の場を形成

⚫ 世界も視野に入れた文化・エン
タテイメントに関する情報発信
の中心となる拠点の創出を図る。

・様々な文化施設やエンタテイメント施設
が相互に連携し相乗効果が生まれるよう
な情報の集約化やイベントの実施

・各施設の情報を連携・集約し、総合的に
発信する仕組みづくり

・地下およびデッキから地上に誘導する、まちに
開かれた縦軸空間「アーバン・コア」の整備

・民間事業等と連携し、施設内エスカレーター等
を活用した「サブアーバン・コア」の整備

ストリートの活用 社会実験

渋谷駅

ゲートとなる広場

駅とまちを結ぶ
放射状ネットワーク

回遊性を強化する
環状ネットワーク

ストリートの結節点

サブアーバン・コアサブアーバン・コア

アーバン・コア

鉄道

駅前広場

地下通路

ウォーカブルなまち

アイレベルにおけるにぎわいの
創出・連続性の確保

歩きやすさに配慮した歩行空間
（ベンチ・緑陰等）

113 14

-渋谷QWS- -例 タイムズスクエア-

写真：PIXTA



拠点開発
（中心地区）

拠点開発
（周辺地区）

ストリート
にぎわい

拠点開発
（周辺地区）

ストリート
にぎわい

にぎわい溢れる歩行者空間

今後のまちづくりの力点

⚫ 建築物の耐震化や不燃化を促進し
渋谷らしいまちの更新を図る。

まちづくりの力点

-自動運転バス-

-パーソナルモビリティ-

⚫ 町会、商店会、エリアマネジメント
組織やまちづくり団体などの連携強
化を図り、協働型まちづくりを促進。

町会 商店街

まち協開発主体

エリア
マネジメント

-エネルギーの地産区消のイメージ--多様なみどりのイメージ-

-拠点とストリートが共存した街のイメージ-

-災害時情報発信- -アロープロジェクト-
-ハロウィン翌日の清掃ボランティア-

-エリアマネジメントのイメージ-

渋谷駅周辺での未来

⚫ 地域も来街者もともに、24 時間、キレイなまちで安全・安心な活動環境が整えられています。

⚫ 再生された渋谷川の水辺空間を軸に、街路樹や民地内の広場、建物の屋上や壁面を活用した緑化などに
よるみどりのネットワークが形成されています

⚫ 駅からまち、エリア間をつなぐ自動運転バスやパーソナルモビリティなど新しい交通体制の構築、先端
技術を活用したエネルギーの高効率化などの推進により、サステナブルな都市が形成されています。

⚫ 若者からお年寄り、障がい者など様々な主体が自由に集まる場があちこちに作られ、渋谷の未来が活発
に語られ、そこから動き出したプロジェクトが世界を変えようとしています。

Sustainability

まちを持続的に支える基盤・活動・仕組み

防災 環境 マネジメント

①ターミナル駅周辺としての防災力と24時間都市としての防犯力を向上しよう！

②サステナブルな都市環境を渋谷から発信しよう！

③まちの価値を高め、まちの活動を持続的に支える体制を構築しよう！

⚫ 関係機関や企業等との連携を強化
するなど災害に強いまちづくりを
推進する。

⚫ 昼夜を通して健全な活動を支
える、まちづくりと連動した
清掃、防犯対策を推進する

⚫ 地域全体で環境負荷低減を図
るため、持続可能な環境技術
の導入を推進する。

⚫ 街路樹、花壇、屋上・壁面緑化
など、道路空間と建物が連携し
た多様なみどりの充実を図る。

⚫ まちの回遊を目的とする新たなモビ
リティの検討を行い、安全で快適な
ネットワークの構築を図る。

・新しいモビリティの導入に向けた社会
実験を検討し、世界に先駆けた先進的な
交通環境形成の構築を図る

・環境負荷の低いコミュニティサイクルや
超小型モビリティ等の導入

・駅から代々木公園までの緑のネットワーク
・意匠性の高い壁面緑化や地域の景観形成に
大きく貢献するような建築緑化の推進

・渋谷川沿いの機能更新とあわせて潤いとに
ぎわいが感じられる環境の形成

・エネルギー利用の最適化を図るスマー
トエネルギーネットワークの構築

・地方都市および区内各地で算出される
再生可能エネルギーの活用を推進

・防犯パトロール、美化運動等、地域組
織を中心とした活動の推進

・区民や来街者の安全・安心を確保する
ための防犯カメラ等の設置

・安全・安心が確保される仕組みづくり
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・燃えない、倒れない、震災に強い安全なま
ちの実現に向け、老朽化建物の建替促進や
耐震化、不燃化を図る。

・再開発等による建替時に防災上有効な広場
の整備を誘導

・帰宅困難者受入れ施設の更なる確保
・サイネージ等を活用した避難経路や災害
情報の発信機能の向上

・備蓄倉庫や非常用発電機設備の整備を促進
・駅や地下街等の地下空間の浸水対策を推進

出典：渋谷駅周辺交通戦略

⚫ 行政、企業、学校、住民、まちづくり団体など、多様な主体の枠を
超えて、協業や連携を推進し、お互いがつながることができる開か
れた場の創出を図り、渋谷に関わる人が主役のまちづくりを進める。
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